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古藤世梨奈,植木幸孝,荒牧俊幸,高谷亜由子,井手裕之,寺田　馨,江口勝美,岩本直樹,川上　純：当院における

Difficult-to-treat rheumatoid arthritis(D2TRA)患者の実態. 九州リウマチ 44(1): S5, 2024.

荒牧俊幸,井手裕之,古藤世梨奈,高谷亜由子,寺田　馨,江口勝美,植木幸孝,岩本直樹,川上　純：肺間質性陰影を有

する新規RA発症患者の治療とその予後. 九州リウマチ 44(1): S2, 2024.
來留島章太,古賀智裕,梅田雅孝,岩本直樹,城戸貴志,坂本憲穂,植木幸孝,迎　寛,川上　純：胸部CT画像変化をアウ

トカムとした間質性肺疾患を伴う関節リウマチに対するJAK阻害薬とアバタセプトの評価. 日本内科学会雑誌

113(臨増): 191, 2024.
玉井慎美,野中文陽,辻　良香,有馬和彦,青柳　潔,前田隆浩,川上　純：住民健康診査から関節リウマチ発症を前向

きに追跡する研究 Nagasaki Island Study(NaIS). Journal of Epidemiology 34(Suppl.): 135, 2024.

清水俊匡,松尾巴瑠奈,古賀智裕,坂本憲穂,迎　寛,川上　純：特発性炎症性筋疾患関連間質性肺疾患の画像的特徴

と予後と関連するバイオマーカー解析. 九州リウマチ 44(1): S15, 2024.

梅田雅孝,小島加奈子,西畑伸哉,道辻　徹,清水俊匡,古賀智裕,岩本直樹,古山雅子,坪井雅彦,松岡直樹,岡田覚丈,荒牧

俊幸,川上　純：全身性エリテマトーデスに対する生物学的製剤スイッチ例としてのアニフロルマブの有効性の

検討. 九州リウマチ 44(1): S9, 2024.

梅田雅孝, 松島加代子, 大塚絵美子, 大園恵梨子, 清水俊匡, 福本将之, 牟田久美子, 泉野浩生, 塩田純也, 渡邊　毅,
大坪竜太, 高山隼人, 高畠英昭, 今村圭文, 金子賢一, 長谷敦子, 浜田久之：2023年度医科臨床研修マッチング振り

返り～念願のV字回復達成～. 長崎県医師会報 938: 46-51, 2024.

清水俊匡,川上　純：日常診療に活かす 診療ガイドラインUP-TO-DATE 2024-2025. メディカルレビュー社 :  2024.

中路啓太,有森春香,池岡俊幸,久保萌子,上木　望,中島正洋,重野里代子,中嶋遥美,堀江一郎,今泉美彩,宇佐俊郎,川上

純：28年間局在不明で死後病理解剖にて診断された後縦隔原発異所性ACTH産生腫瘍の1例. 長崎医学会雑誌

99(2): 125-130, 2024.

Nishikido S, Akazawa S, Niri T, Abiru N, Kawakami  A: Analysis of the suppressive mechanisms of islet autoimmunity
caused by IRF4 haploinsufficiency on islet antigen-specific CD8+ T cells. Immunology of Diabetes Congress 2024 Book of
Abstracts : 231, 2024.

Origuchi T, Arima K, Umeda M, Fukui S, Koga T, Kawashiri SY, Iwamoto N, Kawakami A: Analysis of
cytokines/chemokines/growth factors in steroid-resistant polymyalgia rheumatica. International Journal of Rheumatic
Diseases 27(S1): 306-307, 2024. doi: 10.1111/1756-185x.14982.

川㞍真也,川上　純：特集「リウマチ性疾患診療における自己抗体アップデート」関節リウマチ関連自己抗体..
リウマチ科 71(4): 339-344, 2024.
古賀智裕,住吉玲美,川上　純：【診療科連携が必要な境界領域】特発性多中心性キャッスルマン病とTAFRO症候

群. リウマチ科 71(3): 238-243, 2024.

古賀智裕,川上　純：ステロイドフリーを目指す膠原病診療 自己炎症性疾患. 月刊リウマチ科 72(3):  2024.

川尻真也,川上　純：関節リウマチ診療と人工知能の相性. リウマチ科 72(3): 306-314, 2024.

荒牧俊幸, 友川拓也, 井出裕之, 道辻　徹, 寺田　馨, 江口勝美, 植木幸孝, 古藤世梨奈, 髙谷亜由子, 岩本直樹, 川上

純：関節リウマチ患者の肥満はサリルマブの効果不十分中止に関与する. 臨床リウマチ 36: 213-221, 2024.
清水俊匡,川上　純：他科はこう診る！耳鼻咽喉科・頭頸部外科の症候. ドライマウス・口腔内アフタ.. 耳鼻咽喉

科・頭頸部外科 96(7): 558-563, 2024.
井川　敬：シクロスポリン(CsA). リウマチ・膠原病治療薬処方ガイド : 103-106, 2024.

川上　純：ここまで進んだ関節リウマチの診療と今後の課題. 流 会報ながさき 65: 3-6, 2024.

清水俊匡, 川上　純：【膠原病診療の進歩2024-世界最新のガイドライン,リコメンデーション-】世界最新のガイ

ドライン,リコメンデーション　シェーグレン症候群. 日本臨牀 82(8): 1250-1258, 2024.

川上　純：今日の治療指針 2024年版[デスク判]: 私はこう治療している. 医学書院 :  2024.
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野中文陽,高木博人,江頭清美,秋吉響子,山内えり,岩田将吾,尾崎美千恵,津渡俊和,宮田　潤,竹島史直,川上　純,前田

隆浩：離島における医療MaaSを活用した遠隔糖尿病専門外来. 糖尿病 67(Suppl.1): S, 2024.

錦戸慎平,赤澤　諭,二里哲朗,三輪昌輝,阿比留教生：膵島抗原特異的CD8+T細胞上のIRF4ハプロ不全における膵

島自己免疫制御機構の解析. 糖尿病 67(Suppl.1): S, 2024.

二里哲朗,井上信一,錦戸慎平,赤澤　諭,三輪昌輝,古林正和,川上　純,阿比留教生：転写因子IRF4の免疫細胞に対す

る多面的関与による糖尿病進展制御への検討. 糖尿病 67(Suppl.1): S, 2024.

野中文陽,高木博人,江頭清美,秋吉響子,山内えり,岩田将吾,尾崎美千恵,津渡俊和,宮田　潤,竹島史直,川上　純,前田

隆浩：離島における医療MaaSを活用した遠隔糖尿病専門外来. 糖尿病 67(Suppl.1): S, 2024.

中村祐太,堀江一郎,矢野浩史,阿比留教生,川上　純：1型糖尿病におけるイプラグリフロジン補助療法の腎機能へ

の影響に関する多機関共同研究(IPRA-CKD). 糖尿病 67(Suppl.1): S, 2024.

鎌田昭江,阿比留教生,野中文陽,川上　純：長崎県内の医療機関での糖尿病治療標準化に向けた取り組み(第2報)
介入半年での変化と課題. 糖尿病 67(Suppl.1): S, 2024.

鎌田昭江,阿比留教生,野中文陽,川上　純：長崎県内の医療機関での糖尿病治療標準化に向けた取り組み(第2報)
介入半年での変化と課題. 糖尿病 67(Suppl.1): S, 2024.

川上　純,川尻真也,野中文陽,前田隆浩,永田康浩：IoTとAIで具現化する次世代の関節リウマチ専門遠隔医療. 日
本整形外科学会雑誌 98(8): S1718, 2024.

川上　純,川尻真也,野中文陽,永田康浩,前田隆浩：関節病に対するAIアプローチ IoTとAIの活用で進める次世代の

関節リウマチ専門遠隔医療. 日本関節病学会誌 43(2): 205, 2024.

出口明香里,宮崎拓郎,古賀智裕,近藤智恵子,津留崎和義,森保妙子,渡辺知保：プラネタリーヘルスに関連した医学

教育についての3年間の調査に関して. 医学教育 55(Suppl.): 327, 2024.

山西優香,中村祐太,二里哲朗,赤澤　諭,堀江一郎,稲益英子,川上　純：ペムブロリズマブ投与中に発症し,早期に治

療介入し得た抗GAD抗体陽性1型糖尿病の1例. 糖尿病 67(9): 437, 2024.

渡部誠也,錦戸慎平,重野里代子,堀江一郎：6年間で増悪と寛解を繰り返した原発巣不明のACTH依存性周期性

クッシング症候群の一例. 日本内分泌学会雑誌 100(1): 422, 2024.

土山秀之,中路恵莉加,錦戸慎平,原口　愛,赤澤　諭,堀江一郎,千葉　恒,尾崎　誠,川上　純：骨微細構造を解析し

たコントロール不良先端巨大症の一例. 日本内分泌学会雑誌 100(4): 1166, 2024.

小出桜子,酒匂あやか,重野里代子,中村裕一郎,光成健輔,松岡優毅,上木　望,堀江一郎,川上　純：初回手術11年後

に左横隔膜脚、腹部大動脈近傍の2ヶ所に再発を認めた悪性褐色細胞腫の一例. 日本内分泌学会雑誌 99(4): 1141,
2024.
相川恵莉加,堀江一郎,中村祐太,中嶋遥美,重野里代子,池岡俊幸,今泉美彩,宇佐俊郎,川上　純：当院における甲状

腺癌遺伝子パネル検査の現状. 日本内分泌学会雑誌 99(4): 1136, 2024.
コーヘン朋子,中路啓太,二里哲朗,堀江一郎,林　洋子,山崎浩則,宇佐俊郎,川上　純：甲状腺乳頭癌術後14年の頸部

リンパ節転移切除組織から未分化癌を認め,レンバチニブを導入した一例. 日本内分泌学会雑誌 99(4): 1135, 2024.
中村祐太,池岡俊幸,堀江一郎,佐々木龍,中尾一彦,岡野慎士,川上　純：バセドウ病に対してチアマゾール開始3ヵ
月後に肝胆道系酵素上昇を認め、鑑別に苦慮した原発性胆汁性胆管炎の1例. 日本内分泌学会雑誌 99(5): 1281,
2024.渡部誠也,中村祐太,濱田滝子,重野里代子,池岡俊幸,堀江一郎,宇佐俊郎,川上　純：一過性の続発性副腎皮質機能低

下症を来したラトケ嚢胞の一例. 日本内分泌学会雑誌 99(4): 1142, 2024.
中嶋遥美,中路恵莉加,中村祐太,有森春香,重野里代子,堀江一郎,宇佐俊郎,川上　純：Selpercatinibを使用したRET
融合遺伝子を有する甲状腺乳頭癌の2症例. 日本内分泌学会雑誌 100(4): 1172, 2024.
江藤真実,西原永潤,小野田尚佳,八木千佐子,鬼頭健一,古村芳樹,門野　至,出口ハンナ,高坂和芳,山岡博之,久門真子,
伊藤　充,深田修司,西川光重,川上　純,光武範吏,宮内　昭,赤水尚史：生命予後不良な放射性ヨウ素内用療法不応

性甲状腺癌39症例の臨床的特徴. 日本内分泌学会雑誌 100(1): 321, 2024.

江藤真実,西原永潤,小野田尚佳,鬼頭健一,古村芳樹,門野　至,八木千佐子,出口ハンナ,山岡博之,高坂和芳,久門真子,
伊藤　充,深田修司,西川光重,川上　純,光武範吏,宮内　昭,赤水尚史：甲状腺癌遠隔転移に対する放射性ヨウ素内

用療法180例の不応性頻度と臨床的特徴の検討. 日本内分泌学会雑誌 99(5): 1266, 2024.

酒匂あやか,松瀬美智子,廣川満良,樋口観世子,宮内　昭,赤水尚史,川上　純,光武範吏：乳頭癌様核所見を伴う非浸

潤性濾胞型腫瘍(NIFTP)の乳頭癌核スコアとRAS、BRAF遺伝子変異の関連. 日本内分泌学会雑誌 99(5): 1256,
2024.
山西優香,錦戸慎平,中嶋遥美,堀江一郎,岡野慎士,中村裕一郎,光成健輔,宇佐俊郎,川上　純：治療抵抗性の発作性

高血圧を繰り返す褐色細胞腫に対してメチロシンが術前血圧管理に有用であった一例. 日本内分泌学会雑誌

99(4): 1137, 2024.
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野中文陽,福井翔一,川尻真也,道辻　徹,川原知瑛子,遠藤友志郎,清水俊匡,梅田雅孝,西野文子,住吉玲美,古賀智裕,岩
本直樹,玉井慎美,一瀬邦弘,折口智樹,川上　純：関節リウマチ患者におけるグルココルチコイド併用療法のアウ

トカム 九州地区多施設共同超音波コホート研究(KUDOS)より. 日本リウマチ学会総会・学術集会プログラム・抄

録集 68回: 856, 2024.
井手裕之,植木幸孝,荒牧俊幸,高谷亜由子,道辻　徹,寺田　馨,江口勝美,清水俊匡,古賀智裕,鈴木貴久,岩本直樹,川上

純：実臨床での関節リウマチ患者におけるフィルゴチニブの有効性・安全性の検討. 日本リウマチ学会総会・学

術集会プログラム・抄録集 68回: 800, 2024.

住吉玲美,川尻真也,大塚瑞奈,辻　良香,清水俊匡,古賀智裕,岩本直樹,鈴木貴久,植木幸孝,坪井雅彦,日高利彦,高岡宏

和,多田芳史,川上　純：エタネルセプト先行品投与中で臨床的寛解または低疾患活動性にある関節リウマチ患者

を対象としたエタネルセプトバイオシミラーへの切り替えの有効性に関する多施設共同前向き試験(ESCORT-
NGSK Study). 日本リウマチ学会総会・学術集会プログラム・抄録集 68回: 729, 2024.
道辻　徹,岩本直樹,渡邉航之助,白石和輝,大木　望,岡田覚丈,古賀智裕,千葉　恒,尾崎　誠,川上　純：JAK阻害薬2
バリシチニブによるHR-pQCTにおける関節リウマチの骨びらん進行抑制効果の検討. 日本リウマチ学会総会・学

術集会プログラム・抄録集 68回: 590, 2024.

植木幸孝,荒牧俊幸,高谷亜由子,道辻　徹,井手裕之,寺田　馨,江口勝美,岩本直樹,川上　純：JAK阻害薬2 当院にお

けるJAK阻害剤から開始した関節リウマチ患者の実際. 日本リウマチ学会総会・学術集会プログラム・抄録集 68
回: 590, 2024.

清水俊匡,川尻真也,井川　敬,小島加奈子,辻　良香,梅田雅孝,岩本直樹,三崎健太,野崎祐史,植木幸孝,金山康秀,伊藤

聡,片山　耕,桑名正隆,吉見竜介,浅野智之,池田　啓,石崎　淳,大野　滋,岡野匡志,小住由衣,田中良哉,西田圭一郎,
原田遼三,三村俊英,吉玉珠美,川上　純：メトトレキサート(MTX)抵抗性関節リウマチ患者を対象としたウパダシ

チニブ+MTX併用による臨床的寛解達成および臨床的寛解達成後のMTX休薬における臨床的非再燃の維持を評

価する多施設共同前向き試験(DOPPLER study) 研究概要と患者背景報告. 日本リウマチ学会総会・学術集会プロ

グラム・抄録集 68回: 862, 2024.
辻成　佳,松井　聖,谷口義典,大久保ゆかり,金子祐子,田村直人,亀田秀人,岸本暢将,土橋浩章,川上　純,渥美達也,岡
本奈美,小田　良,門野夕峰,高窪祐弥,中島亜矢子,中島康晴,藤尾圭志,藤本　学,松野博明,松原優里,宮川一平,森雅

亮,森田明理,山村昌弘,渡邉　玲,野崎太希,玉城雅史,冨田哲也：脊椎関節炎および掌蹠膿疱症性骨関節炎・SAPHO
症候群を対象とした新しいレジストリ"SPARKLE-J"について. 日本リウマチ学会総会・学術集会プログラム・抄

録集 68回: 736, 2024.

古賀智裕：自己炎症性疾患における遺伝子検査の意義と今後の課題について. 日本臨床腎移植学会プログラム・

抄録集 57回: 147, 2024.

古賀智裕：家族性地中海熱の診断と治療における留意点~バリアントの解釈と非典型例への治療について~. 日本

臨床リウマチ学会プログラム・抄録集 39th:  2024.

古賀智裕：成人科から見るスティル病の病態連続性と臨床課題. 日本リウマチ学会総会・学術集会プログラム・

抄録集 68th:  2024.
川上　純,辻　良香,住吉玲美,大塚瑞奈,梅津彩香,福井翔一,古賀智裕：リウマチ性疾患の病態・治療と自己炎症

(autoinflammation). 日本リウマチ学会総会・学術集会プログラム・抄録集 68th:  2024.
古賀智裕：本邦における家族性地中海熱の臨床的特徴とMEFV遺伝子バリアント解釈の注意点. 日本リウマチ学

会総会・学術集会プログラム・抄録集 68th:  2024.
内田智久,福井翔一,岩本直樹,清水俊匡,松尾巴瑠奈,來留島章太,辻　良香,濱田航一郎,杉本尊史,赤羽目翔吾,山田琢

生,大田倫美,山梨啓友,加藤丈晴,前田彩花,桐野洋平,前田隆浩,有吉紅也,川上　純：再発性多発軟骨炎の治療中に

粟粒結核となり、後にVEXAS症候群と判明した一例. 日本臨床免疫学会総会プログラム・抄録集 52回: 127, 2024.

松尾巴瑠奈,清水俊匡,古賀智裕,川上　純：特発性炎症性筋疾患の再燃に関与する因子の検討. 日本臨床免疫学会

総会プログラム・抄録集 52nd:  2024.

玉井慎美,野中文陽,辻　良香,川尻真也,古藤世梨奈,有馬和彦,青柳　潔,川上　純：リウマチ性疾患の疫学 健常人

における高リスク群からの関節リウマチ発症予測 Nagasaki Island Study. 日本リウマチ学会総会・学術集会プログ

ラム・抄録集 68回: 554, 2024.

辻　良香,玉井慎美,野中文陽,川尻真也,川上　純：シェーグレン症候群症例研究 Nagasaki Islands cohortの健常者に

おける抗SS-A抗体陽性と喫煙の関連. 日本リウマチ学会総会・学術集会プログラム・抄録集 68回: 524, 2024.

白髭浩之,内田智久,來留島章太,岩本直樹,谷川　舞,荒木健志,大塚瑞奈,松尾巴瑠奈,小島加奈子,辻　良香,清水俊匡,
福井翔一,梅田雅孝,住吉玲美,古賀智裕,川尻真也,井川　敬,玉井慎美,折口智樹,川口　純：IgG4高値のステロイド

抵抗性腹部大動脈周囲炎に対し生検を繰り返し施行しびまん性大細胞型B細胞性リンパ腫(DLBCL)と診断し得た

1例. 日本リウマチ学会総会・学術集会プログラム・抄録集 68回: 933, 2024.
川上瑛子,辻　創介,鈴木貴久,古賀智裕,川上　純：トシリズマブ加療中にVibrio vulnificus敗血症を来したVEXAS
症候群の一例. 日本リウマチ学会総会・学術集会プログラム・抄録集 68th:  2024.
吉崎和幸,川上　純,古賀智裕：病態不明の希少難病,キャッスルマン病(iMCD-NOS)がT細胞性免疫異常疾患であ

ることを示唆. 日本リウマチ学会総会・学術集会プログラム・抄録集 68th:  2024.
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　論文研究業績集計表 

論文総数に係る教員生産係数一覧

総計

0 2 14 16 7 27 86

A-b
学会

136

A-a A-b
ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ

論文数一覧

欧文論文総数 教員生産係数 SCI 掲載論文数

（SCI 掲載論文）

0.462 1.488 0.934 1.390

合計 総計

2024 57 0 0 0 4 5761 1 9 2 1 58 71

A-c

132

A-a A-b B-b B-c B-d B-eA-d

2024

A-e SCI合計 B-a

120

学会発表数一覧

教員生産係数

論文総数 （欧文論文） 欧文論文総数

合計 B-a B-b
ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ

B-b
学会

合計

2024

小島加奈子,大塚瑞奈,内田智久,岩本直樹,川上　純：大動脈炎症候群で加療中に非典型的な経過をたどり慢性骨

髄単球性白血病が判明した1例. 日本臨床リウマチ学会プログラム・抄録集 39th:  2024.

右田清志,古賀智裕,吉田周平,藤田雄也,八橋　弘,杉山真也,川上　純：成人発症スチル病患者における血清ガレク

チンと関連蛋白の検討. 九州リウマチ学会プログラム抄録集 68th:  2024.

岩本直樹,渡邉航之助,白石和輝,千葉　恒,辻　良香,清水俊匡,梅田雅孝,福井翔一,住吉玲美,古賀智裕,川尻真也,井川

敬,玉井慎美,折口智樹,尾崎　誠,川上　純：HR-pQCTを用いた関節リウマチ治療経過における関節構造変化の解

析. 九州リウマチ学会プログラム抄録集 68th:  2024.

古賀智裕：高齢関節リウマチ患者の病態におけるIL-6の意義. 九州リウマチ学会プログラム抄録集 68th:  2024.

川尻真也,福井翔一,道辻　徹,内田智久,辻　良香,清水俊匡,梅田雅孝,住吉玲美,古賀智裕,岩本直樹,玉井慎美,折口智

樹,川上　純：関節超音波を用いた関節リウマチ治療戦略の課題と問題点. 九州リウマチ学会プログラム抄録集

68th:  2024.
小島加奈子,谷川　舞,内田智久,大塚瑞奈,辻　良香,清水俊匡,福井翔一,梅田雅孝,住吉玲美,古賀智裕,川尻真也,岩本

直樹,井川　敬,玉井慎美,折口智樹,川上　純：大動脈炎症候群で加療中に効果不十分となり慢性骨髄単球性白血

病が判明した2例報告. 九州リウマチ学会プログラム抄録集 68th:  2024.

内田智久,福井翔一,岩本直樹,辻　良香,清水俊匡,梅田雅孝,住吉玲美,古賀智裕,川尻真也,井川　敬,玉井慎美,折口智

樹,川上　純：当院でのANCA関連血管炎に対して使用したアバコパン23例の検討. 九州リウマチ学会プログラム

抄録集 68th:  2024.

古賀智裕：EULAR Recommendations2023をSLEの実臨床にどう反映させるか?~B細胞を標的としたSLE治療戦略

~. 九州リウマチ学会プログラム抄録集 67th:  2024.

重橋　隆,清水俊匡,川上瑛子,古藤世梨奈,内田智久,小島加奈子,福井翔一,川上　純：急性増悪による呼吸不全をき

たし膿胸との鑑別を要したリウマチ性胸膜炎の一例. 九州リウマチ学会プログラム抄録集 68th:  2024.

錦戸慎平,赤澤　諭,二里哲朗,三輪昌輝,阿比留教生：膵島抗原特異的CD8＋T細胞上のIRF4ハプロ不全における膵

島自己免疫制御機構の解析. 第23回日本先進糖尿病治療・1型糖尿病研究会web抄録集 :  2024.
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